
第2回　野田市えだまめ旬宴会に出品

平成14年度えだまめ出荷量で日本一になったことを記念し、第1回目が開催された「えだまめ旬宴会」
の第2回目が2005年5月に催され、その中で野田市地元産のえだまめの初物を味わう試食会に『東葛み
どり』が出品され、「美味しい」、「しっかりした味」と好評を得ました。

■千葉県野田市木間ヶ瀬
　　〈栽培事例〉
　　　播種：2005年2月下旬～3月上旬
　　　定植：2005年3月下旬
　　　　　　（パイプハウス、
　　　　　　　3425グリーンマルチ、2本植え）
　　　収穫：2005年5月下旬～6月上旬

▲2005年3月6日播種　6月11日撮影

〈評価〉
　１．早生品種であり、早出しのハウス栽培
　　　に向いている。
　２．他の品種と比較して、収量が期待でき
　　　る。
　３．初期生育が旺盛で、良い。

▲千葉県船橋市
   播種：2005年5月5日（株間12cm×条間25cm 直播）
   収穫：2005年7月25日

枝付束出荷にも向いています。

一束あたり750～850g。
下から出る側枝が強すぎず、莢が主枝に集
中するため、結束が非常に容易です。

■特徴
１．草勢が強く、葉の色は濃く、莢色は緑色。
２．毛茸は白色で、莢は中位で品質良好、３粒
　　莢の割合が高い。
３．熟期は早生で、主枝に集中した莢成り。
４．茹でた後の莢は鮮緑色で、均一な仕上がり。
５．ハウス・トンネル栽培はもちろん一般露地、
　　マルチ栽培にも適する。特に早出し栽培に
　　向いている。

■栽培の目安

早生えだまめ


